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はじめに
令和元年台風19号に伴う緊急要請について



１．信濃川水系緊急治水対策プロジェクトについて

１/２

台風第19号の災害を受け、国、県、流域市町村が連携して河川整備によるハード対策と地域連携によるソフト対策を一体的かつ緊急的に進めるため、緊急治水対策会議を設置して、「信濃川水系緊急治水対策
プロジェクト」を令和2年１月３１日に取りまとめました。関係機関が連携し、以下の３つの取組を実施し、概ね5年間で「再度災害防止・軽減」「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」を目指してまいります。

※詳しい資料は国土交通省北陸地方整備局ホームページでご覧いただけます。
～裏面に続く～

～「日本一の大河」上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進～

長野県佐久建設事務所・佐久市
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上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策
２/２

： 遊水地

国・両県で遊水地計画が9箇所

地域 金額 箇所数

長野地域 81億円 16% 159箇所 12％

佐久地域 232億円 46% 684箇所 51%

上田地域 120億円 24% 282箇所 21%

北信地域 38億円 8% 116箇所 8%

その他 31億円 6% 110箇所 8%

合計 502億円 100% 1351箇所
100
%

長野市穂保地先
千曲川堤防決壊
浸水被害状況

令和元年台風19号公共土木施設被災状況



「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」における長野県の対応について

１/２

長野県として取り組む対策内容

①河川における対策（治水対策の推進）、②流域における対策（浸水被害軽減対策の推進）、③まちづくり・ソフト対策（減殺に向けた取組みの推進）の３つの取組を、令和元年度から令和6年度までの概ね5年間で連携して
推進していきます。（一）千曲川の上流域にあたる佐久地域においては、本川の護岸整備、遊水地設置をはじめ、各支川の堤防整備、河道拡幅などに着手、早期完成を目指してまいります。

～裏面に続く～

長野県佐久建設事務所・佐久市

千曲川

千曲川

犀川

佐久市 滑津川
堤防整備

佐久市 谷川
河道拡幅

佐久穂町 余地川・抜井川
護岸整備・河道掘削

佐久市 田子川
河道拡幅

佐久市 千曲川
遊水地

千曲市 沢山川
堤体強化（浸透対策）

飯山市～栄村 千曲川
堤防整備

N

長野市 岡田川
排水機場整備

長野市 浅川
排水機場整備等

飯山市 皿川
堤防整備

安曇野市 黒沢川
遊水地

※上記の他、プロジェクトには、流域内の県管理河川における災害復旧箇所を含んでいます。

「河川における対策」長野県実施箇所位置図
○令和元年10月台風第19号により、甚大な被害が発生した信濃川水系において、国、県（新潟県、長野県）、流域市町村
が連携して取り組む施策を、「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」として取りまとめた。

○国、県、市町村が連携し、以下の取組を実施していくことで、概ね５年間で「再度災害防止・軽減」、「逃げ遅れゼロ」、
「社会経済被害の最小化」を目指す。

①被害の軽減に向けた治水対策の推進【河川における対策】
②地域が連携した浸水被害軽減対策の推進【流域における対策】
③減災に向けた更なる取組の推進【まちづくり・ソフト対策】

このうち、県が国、市町村と連携して取り組む内容は以下のとおりです

① 河川における対策

全体事業費 約 ５００ 億円 ※災害復旧事業を含めた、現時点で想定している県の事業費です

事業期間 令和元年度から令和６年度（概ね５年間）

目 標 観測史上最大洪水となった令和元年10月台風第19号出水に対し、概ね５年で
・千曲川本川では越水等による家屋部の浸水を防止
・田子川、谷川、浅川などの支川において家屋部の浸水を防止又は軽減

対策内容 護岸整備、河道掘削、河道拡幅、堤防整備、堤防強化、遊水地、排水機場整備 等

② 流域における対策

・ため池等の既存施設の補強や有効活用
・田んぼダムを活用した雨水貯留機能の確保
・学校グラウンドなどを活用した雨水貯留施設の整備
・排水ポンプ車等の整備 等

③ まちづくり・ソフト対策

・災害の危険度が伝わるきめ細かな情報発信
・水位計、監視カメラ等の整備によるリアルタイム情報の発信
・浸水想定区域図の作成による浸水リスク情報の周知
・防災教育や防災知識の普及
・要配慮者利用施設の避難に関する取組 等

長野県では独自に検討委員会を立ち上げ、②流域対策、③まちづくり・ソフト対策について
県・市町村による取組を推進

長野県流域・ソフト対策検討委員会
・事業の掘り起こし
・取組メニューの作成

「大規模氾濫減災協議会」を通じて
県・市町村による取組を推進

令和２年２月６日 長野県建設部プレスリリース佐久建設事務所が取り組む内容



「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」における長野県の対応について

１/２

佐久地域として取り組む対策内容

○河川における対策（治水対策の推進）・・・令和元年度から令和6年度までの概ね5年間
（一）千曲川の上流域にあたる佐久地域においては、本川の護岸整備、遊水地設置をはじめ、各支川の堤防整備、河道拡幅などに着手し、早期完成を目指してまいります。・・・災害復旧事業、災害助成事業、災害関連事業

災害助成事業（河道拡幅）
（一）田子川 佐久市常和
○本工事施工中、用地取得交渉中

災害助成事業（河道拡幅）
（一）滑津川 佐久市石神
○工事施工中

災害助成事業（河道拡幅）
（一）谷川 佐久市入沢
○本工事施工中、用地取得交渉中

災害助成事業（遊水地設置）
（一）千曲川 佐久市
○遊水地の適地の選定

Googleマップ利用

［災害助成事業の整備方針］

●堤防の決壊や溢水による浸水被害の生じた滑津川、田子川、谷川において、今次洪水に対する再度
災害防止を図る河道拡幅が必要となる。

●３河川の河道拡幅には千曲川本川への負担増が伴うが、千曲川の下流域では今次洪水において越水
破堤による大規模な浸水被害が発生しており、負担増は再度災害を助長する。

（一）千曲川本川への負担増を解消するための遊水地を設置

◎遊水池の設置により、３河川の改良復旧が実施可能となり、浸水被害の解消が図れるとともに千曲川本川
の水位上昇を低減させ、下流域への負担増を無くすことができる。併せて、堤防整備と堤防強化が行われ
遊水地設置地区の治水安全度を高めます。

遊水地の選定（①→②→③）
①遊水地とすることが可能な地形条件
②現況土地利用状況
③確保可能容量の大きさ

災害助成事業の概要

長野県佐久建設事務所・佐久市

水深比による余裕高
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河川管理用道路兼市道新設 市道付替え
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2．千曲川本川の工事状況及び予定箇所について

R3浚渫

R3浚渫

R3護岸改修

H29~31
災害復旧

R4浚渫予定

遊水地計画

・護岸脆弱部の強化
・河川断面の確保

配布資料

・弱体化した護岸を改修し強化を図ります。
（御影橋上流左岸）
・河道内に堆積している土砂を撤去します。
（○で示す浚渫工事）



千曲川本川上流左岸状況 御影橋上流 災害復旧
H29.10.22 台風21号により被災（護岸決壊）
護岸決壊直後

護岸復旧完了後

H29災 災害復旧工事

H30.3.6～H31.3.11

護岸ブロック張工L=70ｍ

根固工 L=107m ３列N=123個



千曲川本川左岸被災箇所 R3.8.12～お盆の豪雨により被災
御影橋上（H29.10被災箇所の直下流）

護岸決壊直後

応急復旧後

R3 応急工事（洗掘防止）

根固ブロック、大型土のう

本復旧工事準備中



千曲川本川の河床の堆積土除去、樹木伐採等の浚渫工事 位置図

御影橋～浅蓼大橋
Ｌ＝0.40ｋｍ
堆積土Ｖ＝21,200ｍ3
樹木Ａ＝2,600m2
工期 R3.5～R4.1
工事費Ｃ＝61百万円

浅蓼大橋～佐久大橋
Ｌ＝0.48ｋｍ
堆積土Ｖ＝24,000ｍ3
樹木Ａ＝9,600m2
工期 R3.5～R4.1
工事費Ｃ＝62百万円

※工事実施中



千曲川本川浚渫工事
御影橋（おかげばし）～浅蓼大橋（せんりょうおおはし）
Ｌ＝0.40ｋｍ 堆積土Ｖ＝21,200ｍ3 樹木Ａ＝2,600m2
工期 R3.5～R4.1 工事費Ｃ＝61百万円

御影橋から上流



千曲川本川浚渫工事
浅蓼大橋（せんりょうおおはし）～佐久大橋
Ｌ＝0.48ｋｍ 堆積土Ｖ＝24,000ｍ3 樹木Ａ＝9,600m2
工期 R3.5～R4.1 工事費Ｃ＝62百万円

佐久大橋から下流

佐久大橋から下流



千曲川本川浚渫工事 R4年度以降実施予定箇所
中部横断道 千曲川橋～御影橋（おかげばし）
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整備前 整備後

遊水地の必要性について（概念図）

貯留量110万m3

滑津川、田子川、谷川の改良復旧工事により増えた流量を貯留す
る遊水地を設置します。
これにより下流域への負担が軽減されることで治水安全度を高め、
合わせて桜井地区の脆弱な堤防区間の強化を行い、安全性の向
上を図ります。

配布資料

拡幅改良

拡幅改良

拡幅改良



3．遊水地の選定の考え方について

■条件Ｄ：滑津川からの合流量が増えることで、千曲川の洪水を流す能力に

影響を与えるため、なるべく合流点付近に遊水地を整備して

氾濫の危険を減らす必要があります

■条件Ａ：千曲川の洪水を取り込むため、川の水位と陸地の高さの差が少ない
場所を選ぶ必要があります

■条件Ｂ：遊水地は洪水を貯留することができる広い面積が必要なため、

家屋や施設が少ない場所を選ぶ必要があります

■条件Ｃ：洪水を安全に流すために必要な貯留量を確保できる面積として、

一定規模の面積が必要です（厳しい場合は複数個所）

-ＳＴＥＰ
１-

-ＳＴＥＰ
２-

-ＳＴＥＰ
３-
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■条件Ａ、Ｂに該当するエリア
Ａ：高さの差が少ない場所
Ｂ：家屋や施設が少ない場所

• 千曲川沿いの土地利用を確
認すると、佐久大橋より上
流側は家屋が多く存在し、
適地がない状況となってい
ます。

• 下流エリアを対象に、浸水
想定区域図をもとに、千曲
川沿いの浸水想定区域を整
理すると、図中の赤点線枠
で表示した範囲は、浸水被
害が生じ、かつ、土地利用
状況では家屋が少ない状況
となっています。

• 浸水が生じる区間は、周辺
地盤より低い状況であるた
め、遊水地の候補地になり
うるエリアとなります。

• このような場所を中心に７
個所の候補地を選定しまし
た。

出典：佐久市HP https://www.city.saku.nagano.jp/kurashi/iza/bosai_bohan/suibou/shinsuisoutei.files/05keikakukibokouu.pdf

候補①

候補②

候補③

候補④

候補⑤

候補⑥

候補⑦

拡大図

上流域の浸水範囲は市街
地となるため適地が無い

佐久大橋
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■条件Ｃに該当するエリア

一定規模の面積（厳しい場合は複数個所）

• 滑津川合流後の千曲川の洪水を安全に流すためには、計算結果により、約110万m3の水を貯める必要があります。
• 貯められる水深や施設の規模を考えると、必要な面積は約30ha以上を確保する必要があります。
• 前項で抽出した候補地７個所から、必要面積を満足するのは「候補地⑦」か、複数の候補地を遊水地として整備する「候補地

⑤＋⑥」の２案が有力案となります。 →①～④は全部合わせても17.8haしか確保できないため棄却しました。

19

■条件Ｄに該当するエリア

滑津川からの合流点付近

候補①→×

候補②→×

候補③→×

候補④→×

候補⑤→△

候補⑥→△

候補⑦→〇

面積 2.5ha
家屋 0
事業所 0

面積 2.3ha
家屋 0
事業所 4

面積 8.4ha
家屋 0
事業所 2

面積 4.6ha
家屋 10
事業所 1

面積 15.7ha
家屋 0
事業所 5

面積 17.6ha
家屋 7
事業所 3

面積 51ha
家屋 2
事業所 4

※航空写真より家屋・事業所を判別。家屋以外は事業所として集計。

候補⑦は、51haの面
積があり、条件Ｃを
満足

候補⑤、⑥は、組み合わせて整備すれ
ば33.3haの面積を確保でき、条件Ｃを
満足 但し両岸から水を取り入れる施
設を整備するのは、水理的に困難



バルーンエリア

千曲川スポーツ
交流広場

マレットゴルフ
場Ａ

Ａ

利用エリアへ影響

Ｑ）現在のバルーン会場が遊水地候補地となる可能性は？

• 現在の千曲川の高水敷に堤防（囲繞堤）を作るため、川幅を狭めてしまうことにより、千曲川本
川の流下能力が減少します。

• 河道幅が狭まることで流速が現況より増加するため、河床低下による護岸や佐久橋橋脚の危険性
が懸念されます。

• バルーン会場やスポーツ交流広場の利用エリアか河川の河道内敷地となっています。
• 以上より、バルーン会場を遊水地化することは課題が多く不適としています。

候補⑥

バルーンエリア＋マ
レットゴルフ場
面積 約6ha

候補⑥下流エリア
面積 約7ha

候補⑥上流エリア
面積 約10.6ha

川幅が約100m
せばまり
流速増加
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バルーン会場
※現在、河道となっ
ている部分を堤防で
仕切ることになるた
め流下能力が減少。
新たな河積の確保及
び下流の佐久橋の架
け替えは困難。

遊水地化するた
めの新たな堤防

Ａ－Ａ断面
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遊水地の範囲について（候補地⑦） ※中部横断自動車道より下流（14ha）と御影橋上流
の跡部地区（6ha）も含めていますが、中部横断道
の下を通す方策や電力会社の大きな鉄塔移設など
課題となり、最終的には早期の効果の発現も踏ま
え、中央部（31ha）で遊水地を整備する方針しま
した。

※

※

中部横断の暗渠部が技
術的、費用的に困難

狭いエリアのため、堤防幅
により湛水量が少なく、非
効率となる

高圧線の鉄塔移
設に時間と費用
がかかる
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道路中部横断自動車道
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遊水地の範囲について

12月の地元と説明会で示した範囲です。


